
( 2026年度・看護福祉学部 )

看護技術論

[講義]　第１学年　後期　必修　2単位

《担当者名》明野　伸次　akeno@hoku-iryo-u.ac.jp　　

【概　要】

　看護実践の基盤となる看護技術について、その特性、対人関係を築く技術および看護過程について、講義とグループワークに

より学修する。

【学修目標】

１．看護実践の中核となる看護技術の特性を理解する。

２．看護実践の基盤となる専門的援助関係の特徴および影響要因を説明する。

３．看護過程の構成要素および看護過程におけて実践力を支える要素を理解する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 １． 看護技術の特性（１） １） 看護技術とは

（1）看護技術の定義が意味するもの

（2）看護技術は何を作り出すのか

　（ＶＴＲ視聴によるグループ学習）

明野

2 １． 看護技術の特性（２） ２） 技術を規定する要素から見た特徴

（1）技術の概念を規定する要素

（2）人に対する技術の特徴

明野

3 １． 看護技術の特性（３） ３） 看護技術の特性

　　　目的性、個別性、身体性、順序性

明野

4 ２． 看護における対人関係（１） １） 対人関係を築くためのコミュニケーションのあ

り方

（1）コミュニケーションの構成要素と影響要因

明野

5 ２． 看護における対人関係（２） ２） 看護論からみた患者－看護師関係

３） 専門的援助関係の特徴

（1）専門的援助関係とは

（2）専門的援助関係の発展に関わる要素

明野

6 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（１）

１） 看護実践の特性から見た看護過程の意味

（1）看護過程とは

（2）看護過程に内包される看護技術

（3）看護過程において実践力を支える要素

　①対象理解の重要性と方法

　（紙上事例を活用したグループ学修①）

明野

7 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（２）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　②実践力を支える論理的思考とは

（紙上事例を活用したグループ学修②）

明野

8 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（３）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　①対象理解の重要性と方法

　（紙上事例を活用したグループ学修③）

明野

9 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（４）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　②実践力を支える論理的思考とは

（紙上事例を活用したグループ学修④）

明野

10 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（５）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　④看護計画の立案と実践の考え方

　⑤看護過程に関連する倫理的側面

　（紙上事例を活用したグループ学修⑤）

明野

11 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（６）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　④看護計画の立案と実践の考え方

　⑤看護過程に関連する倫理的側面

　（紙上事例を活用したグループ学修⑥）

明野

12 ３． 看護実践の方法としての看護 （3）看護過程において実践力を支える要素 明野
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回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

過程（７） 　④看護計画の立案と実践の考え方

　⑤看護過程に関連する倫理的側面

　（紙上事例を活用したグループ学修⑦）

13 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（８）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　④看護計画の立案と実践の考え方

　⑤看護過程に関連する倫理的側面

　（紙上事例を活用したグループ学修⑧）

明野

14 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（９）

（3）看護過程において実践力を支える要素

　④看護計画の立案と実践の考え方

　⑤看護過程に関連する倫理的側面

　（紙上事例を活用したグループ学修⑨）

明野

15 ３． 看護実践の方法としての看護

過程（１０）

２） 看護過程に関連する記録 明野

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

定期試験（筆記試験）50％、課題（レポート、発表資料）50％

【教科書】

１．宮脇美保子編：基礎看護学①　看護学概論　第4版．メヂカルフレンド社，2017.

２．深井喜代子他：基礎看護学②　基礎看護技術Ⅰ　第6版．メヂカルフレンド社，2021.

３．深井喜代子他：基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　第5版．メヂカルフレンド社，2021.

４． E.ｳｨｰﾃﾞﾝﾊﾞｯｸ, 外口玉子他訳：臨床看護の本質. 現代社, 1984.

【参考書】

単元ごとに紹介する。

【備考】

授業の出席確認やフィードバックシート（質疑・意見等）は、Google Formsを活用する。

【学修の準備】

授業で配付される資料はファイルにまとめ、いつでも活用できるように携帯する。

授業の進行にそって、授業資料および教科書の関連ページを熟読する。グループ発表の際は必要な資料を作成する（予習2時間

）。

授業で配付される「前回の授業コメント」を熟読し、授業の振り返りに活用する（復習2時間）。

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP２：看護専門職に必要な知識・技術を修得し、健康や生活に関する問題に対して、適切かつ柔軟に判断し解決できる学術的・

実践的能力を身につけている。

【実務経験】

看護師

【実務経験を活かした教育内容】

病院での看護師としての実務経験を活かし、実践的教育を行う。

病院での看護師としての実務経験に基づき、看護技術の特性、対人関係を築く技術および看護過程について講義する。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


